
Ⅰ．はじめに

　森林の公益的機能を高度に発揮する目的で，複層林施

業が行われているが，施業技術は確立していない。また，

健全な複層林の管理技術を確立するには，上木下木の成

長及び光環境について検討することが必要がある。しか

し，その情報はほとんどない。（1，2，3，4）

　そこで，１１～１３年程経過した複層林の上木下木の成長

及び，林内照度の変化について調査したので報告する。

Ⅱ．試験地の概要

　試験地は，佐賀郡富士町大字上無津路の北山県有林内

２ヶ所，東松浦郡七山村大字池原の七山県有林内１ヶ所，

藤津郡太良町大字多良の町有林内１ヶ所，計４ヶ所を調

査した。試験地の概要は表１のとおりである。

　４試験地とも，標準伐期齢以上のスギ林に，スギの耐

陰性を把握するため，１９８７～１９９０年にスギを樹下植栽し

た二段林である。下木のスギ品種は，在来種６種，県内

精英樹１２種，耐陰性品種６種及び県外品種２種計２６種で

ある。

　長野峠南側試験地は，１９９１年の台風で上木が局所的に

倒れ，下木のシンシロスギ，山武スギが単層林のように

なっている。七山県有林の試験地は，上木が１９９８年に間

伐が行われ，現在ではヘクタール当たり４００本の成立本

数である。残りの長野峠北側試験地及び古賀倉試験地は，

下木を植栽後，上木の間伐，枝打ちは行われていない。

Ⅲ．調査の方法

　上木下木の樹高及び胸高直径を，２０００年９月に測定し

た。林内の相対照度は，１９８９～１９９２年は林内と林外の瞬

間照度から算出した。１９９３年は，積算照度を測定する方

法で求めた。測定高は，下木毎の樹高位置に合わせてお

り，測定高がほぼ胸高程度の高さだったので，２０００年は

地上１．２ｍの胸高の位置にて下木の品種毎に１ヶ所ずつ，

全天空写真をイメージスキャナーで読みとり，HEMI-

PHOTによる画像解析ソフトを用いて算出した。

　長野峠北側区の下木を，品種ごとに平均値に近い個体

を１本ずつ供試木とし，０．５０ｍ間隔に円盤をとり樹幹解

析を行い，年ごとの幹材積及び樹高を求めた。

　また，複層林の下木成長と単層林の成長を比較するた

め佐賀県内の次代検定林の成長と比較した。

Ⅳ．結果と考察

　上木の毎木調査結果は，表２のとおりである。４ヶ所

とも，地位Ⅱ（5）相当であった。１９９３～２０００年の間に

樹高４０～５０㎝，胸高直径１．０～３．２㎝程度の成長をしてい

た。七山県有林の胸高直径が落ち込んでいるのは，間伐

による誤差である。

　林内相対照度は，設定当時には２２．０～３３．８％であり，

３～６年程経過しても極度の減少は認められなかったが，

１３年後の長野峠北側及び南側が７％台まで落ちていた。

また，下層植生も減少し地肌が露出しているところも

あった。古賀倉は，上木の立木密度が４２５本／haまで間

伐されていたので，１０％以下まで落ち込むことはなかっ

たのだろう。健全な下層木管理のためには林内相対照度

が２０～３０％必要（4）とされている。

　地位Ⅱのスギ成長は，１０年生時では樹高５．２ｍ，胸高

直径７．４㎝，１５年生時では樹高７．２ｍ，胸高直径１１．１㎝程

度の成長である。試験地の下木の成長を表３に示す。４

試験区とも被陰下の影響で，地位Ⅱ程度の成長よりも著

しく悪かった。また長野峠北側では，部分的に下木の枝

が下方から枯れ上がっているものもあった。

　長野峠北側の下木を樹幹解析し，樹高及び幹材積の成

長曲線を算出した（図１，２）。耐陰性品種の耐陰性山内

１号及び３号が樹高，幹材積とも高い成長を示している。

耐陰性山内４号及び佐賀３号の樹高成長は高いが，幹材

積の伸びが低い。その他の品種は，樹高成長，幹材積量

とも伸びが低い。このように林内相対照度７％では，品

種間による耐陰性の特性が３つのパターンで現れている

ことが確認できた。

　単層林と複層林下木の成長を表４に示す。樹高を胸高

直径で割った値を形状比とし，単層林と被陰下に置かれ

た複層林下木の比較を行った。植栽して１０年後の形状比

は，単層林では伊万里１号以外は０．８０以下であった。被

陰下の下木は，耐陰性品種及び佐賀３号が１以下であり，

伊万里２号，ヒズモ，八女６号は１．５よりも高くかつ成

長も著しく悪かった。

Ⅴ．まとめ

　上木の密度が５０４，６８０本／ ha とある長野峠北側及び

南側試験地は，上木間伐して１３年後に林内相対照度が

７％台に減少していた。被陰下の影響で，下木の生育が

形状比０．８０以上と高い値を示していたのだろう。このま

まだと，下木が雪害などの諸被害を受ける恐れがある。

よって，上木を早急に間伐し，下木の光環境を改善して

上げなければならない。また，下木も成長しており林床

への光環境が悪化し，下層の植生被覆も著しく減少し土
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 ＊１　Kuwahara, Y. and Miyazaki, J. :Light measurements and tree growth of two  storied Sugi forest
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砂流出の危険性が高くなると思われる。さらに，下木の

枝葉が下方から枯れ上がっているところもみえ始めてい

ることから，下木の除間伐及びひも打ち等が必要である。
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表－１  試験地の概要
 備    考所有者地　　区土壌型母　岩海抜高度試験地名

北山県有林内佐賀県佐賀郡富士町大字上無津路ＢＤ型花崗閃緑岩５７５ｍ長野峠北側
北山県有林内佐賀県佐賀郡富士町大字上無津路ＢＤ型花崗閃緑岩５７５ｍ長野峠南側
七山県有林内佐賀県東松浦郡七山村大字池原ＢＤ型黒雲母花崗岩６３０ｍ七山県有林
太良町有林内太良町藤津郡太良町大字多良ＢＤ型安山岩４３５ｍ古賀倉

表－２  上木毎木調査
相対照度（％）胸高直径（cm）樹高（m）立木密度林齢

試験地名
２０００１９９３１９９２１９９１１９８９２０００１９９３１９８９２０００１９９３１９８９（本／ha）（年）
　７．０３１．９３４．１３１．７３１．４３４．９３２．８３１．５２０．３１８．９１８．０５０４７４長野峠北側
　７．８６０．４６１．４２１．０２２．０４７．１４３．９３８．１２４．１２４．４２３．５６８０７４長野峠南側
２５．２３３．２３３．８２５．８３３．８３７．４３９．９３１．５２１．６２１．１２０．３４００４７七山県有林
１４．８２６．９３１．３３３．５３2．4４０．３３９．３３８．１２２．９２３．４２２．９４２５７７古賀倉

表－３  下木毎木調査
胸高直径（cm）根元径（cm）樹高（m）立木密度林齢

植栽年試験地名
２０００１９９２１９９１１９９０１９８９２０００１９９３１９９２１９９１１９９０１９８９（本／ha）（年）
３．６０２．９６２．５０１．９１１．２２３．４７１．９７１．７５１．５２１．３５１．０１２，６６３１４１９８７年３月長野峠北側
５．００２．５７１．９０１．５００．９７５．０７１．７９１．５０１．３２１．１２０．８９３，１９６１４１９８７年３月長野峠南側
２．９０１．５８―１．２４０．９０２．７１１．１５１．０７―０．６３０．５９３，２８４１１１９９０年３月七山県有林
３．４０２．２０１．９０１．０４０．６６２．９３１．４６１．２７０．９９０．８１０．６３１，２２５１３１９８８年３月古賀倉

表－４  単層林と複層林下木の成長比較
単層林（次代検定林）複層林下木（長野峠北側）

品　種区　分 形状比（H／DBH）胸高直径（cm）樹高（m）形状比（H／DBH）胸高直径（cm）樹高（m）
１０年後５年後１０年後５年後１０年後５年後植栽時１０年後５年後１０年後５年後１０年後５年後植栽時

１．０５３．６１．８０．４１．８４１．３００．１３シンシロスギ在来品種
０．７８６．９５．３６２．１５０．４１１．２１２．４２．２０．８２．６８１．９５０．４５オオノスギ
０．８２１．０８７．０２．５５．７０２．７００．３７１．０８１．５２．８１．２３．０３１．７００．１３伊万里１号県内精英樹
０．６６１．１２７．０１．８４．６２２．０１０．３７１．７４０．９１．６００．６００．００伊万里２号
０．６８１．１６８．５２．４５．７８２．７７０．５２０．８８１．４４．５１．６３．９５２．２００．２０佐賀３号
０．７８６．３４．９１２．２９０．４３１．０２３．９３．１０．４３．２0１．７００．１３藤津１号
０．７８０．９３６．５２．３５．０６２．１２０．３７１．１０２．３２．５３１．２００．２０藤津５号

０．７５０．９６．９３．０５．２０２．７００．７０耐陰性山内１号耐陰性品種
０．８９３．１２．７５１．２００．１３耐陰性山内２号
０．８００．９６．５３．０５．２０２．７００．４５耐陰性山内３号
１．００２．１４．２０．８４．２０１．７００．２０耐陰性山内４号
０．９４２．９２．７0１．２００．２０耐陰性山内５号
１．８１０．９１．７００．７００．１０ヒズモスギ県外品種
１．１７１．８２．２０．９２．５3１．５３０．３７桑名スギ
１．６８１．１１．８１０．８７０．１０八女６号
１．３３１．７２．３１１．２００．１３山武スギ

図－１　下木樹高成長曲線 図－２　下木幹材積成長曲線


